
 

親子で楽しむ

めずらしい昆虫がたく
さんいたよ！ 

写真展「やまがた春の花」
   「やまがたの巨木たち」

あなたの
    

水生生物を 
観察してみよう 

いろいろな生き
物がいるね 

ワ

虫をつくってみよう

上手にできたよ！ 

里山を観察してみよう 

このはっぱは 
食べられるの？ 

ムラサキイモでｐＨを調べてみよう

健康 う きれいな色だね 

サインペ
分けて

たくさんの
ご来場いた
ありがとう
いました！

 
第１３号

 大人になったら
こんなエコカー
にのりたいわ 

声の大きさを
 測ってみよう

燃料電池車を
動かしてみよう

～！

ンの色を
みよう 

方に
だき
ござ
 

６月５日「環境の日」に、親子で楽しみながら、環境について考え
たり科学について学んだりできるイベントが、当センターで開催さ
れ、大勢の親子連れでにぎわいました。
身近な水辺の 
診断をしてみよ
環研センターＮＥＷＳ
 



 

第１回生態学講座 

午前

護の

で、

し、保

チョウセンアカシジミ（チョウ目シジ
昭和５２年３月２８日山形県指定天然記念
ず指定）主な生息地は小国町、川西町など
タブックでは準絶滅危惧種になっています。

突然ですが、ここで 

クイズ！ 

問題：下の写真の人たちは何をして
いるのでしょう？答えを選んでね。 

の
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①お昼寝をしている。 

②おなかがすいて倒れこんでいる。 

③川の中の生物を調査している。 
１６年度
うな状況で

ル
際
ン
ま

染
保

 
学会風景 

１,小
ミヨ
及び

２,減
３,明
環境
その

４,環
発、
的生
 豊かな山形県の自然を次世代に引き継いでいきたい・・・。これま
で以上に自然環境保全の取組が活発かつ充実したものとなることをね
らいとして開講した「生態学講座」。その第１回目が６月１０日（金）
に置賜総合支庁と川西町で行われました。 
中、県内里山の状況や里山に多く生息する希少野生生物の保

現状について研修しました。午後から講師の永幡嘉之の案内

県の天然記念物であるチョウセンアカシジミの保護地を視察

全対策のあり方について理解を深めました。 

ミチョウ科）
物（地域を定め
。県レッドデー
 

こんな研究しています 
答えは③！ 
小見川（東根市）に生息するイバラトミ
ヨの巣を探しているところです。 

型
この地球上で東根・天童にしかいないイバラトミヨ特殊
絶滅を回避するために、次のことをやっています。 
環境企画

の調査では
した。

見川におけ
特殊型の
生態を解
少要因を究
らかにな
を、維持
効果を検
境維持・
活動団体
息条件を
、このよ

るイバラト 
好適生息環境
明する 
明する 
った好適生息
または修復し、
証する 
修復技術を開
とともに安定
確保する 
当センターの大岩敏男水環境部長が、本年４月にポルトガ
南部のアルガルヴェで開催された「水資源管理に関する国
学会」に参加し、「多変量解析を基にしたトリクロロエチレ
による地下水汚染の濃度推移予測」のテーマで発表してき
した。 
学会には世界各地から参加があり、先進国の研究は水質汚
を問題にしていたが、発展途上国では水資源そのものの確
が課題となっていたそうです。 
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